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国政選挙で与党人民党が相次いで圧勝

　湊
みなと

　邦
くに

生
お

概　　況
　2021年のモンゴルは与党人民党が優位を固める年となった。 ₁月には新型コロ
ナウイルス感染症対策の不手際から市民の抗議活動が勃発し，フレルスフ内閣が
総辞職する事態となったが，人民党内に動揺はみられず，むしろ人民革命党との
合同によって党勢は拡大した。そして大統領選挙ではフレルスフ元首相が立候補
し，他の ₂候補に対し大差で当選した。人民党は10月の国会補欠選挙でも圧勝を
収めた。対照的に，最大野党の民主党は前年からの党内分裂が解消されず，党首
の地位や選挙候補者をめぐり内部対立を繰り広げた結果，大統領選挙・国会補選
ともに惨敗を喫した。他方，第三勢力では国会に唯一の議席をもつ労働国民党の
得票が目立ったが，ウランバートル以外での勢力基盤が弱く，人民党への対抗勢
力として民主党に取って代わるには至っていない。
　経済面では，オヨーン＝エルデネ首相が打ち出した大規模プロジェクトが注目
を集めた。首相は就任早々に新型コロナウイルスの影響からの脱却を狙った「健
康保護・経済再生10兆トゥグルグ包括計画」を開始すると， ₇月に開港した新チ
ンギス・ハーン国際空港周辺の都市開発や鉄道建設に着手し，12月には人民党大
会で「新再生政策」を発表した。また，オヨー・トルゴイ銅鉱の投資契約をめ
ぐっては投資者のリオ・ティント社およびターコイズ・ヒル社との交渉の末，モ
ンゴル政府の23億ドルの債務免除といった譲歩を勝ち取った。反面，ロシアから
の石油輸入停滞による燃料不足や中国国境の一時閉鎖に起因するモノ不足によっ
て，物価上昇が深刻化するなど，経済面での弱点も露わとなった。
　対外関係では， ₂回のロシア副首相の来訪，12月のフレルスフ大統領によるロ
シア訪問など，2021年に外交樹立100周年を迎えたロシアとの間での往来が目
立った。ただし両国間にはウランバートル市内の土地問題やエグ川水力発電所建
設問題といった懸案事項があり，解決は翌年以降に持ち越された。

2021年のモンゴル

https://doi.org/10.24765/asiadoukou.2022.0_75
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国 内 政 治

新型コロナウイルス対応への抗議デモからフレルスフ内閣総辞職
　2021年は新型コロナウイルスの感染が続くなかで始まった。感染防止対策とし
て首都ウランバートルはロックダウンされ，地方との移動を許可制にするなどの
措置が取られたが，市内での感染者やクラスター発生は相次いでいた。そして社
会には，厳しい規制やそれにもかかわらず市中感染が生じたことへの不満，さら
に国境閉鎖で足止めされたモンゴル国民の帰国措置の遅れなどへの批判が広がっ
ていた（『アジア動向年報2021』参照）。
　そのようななか，新型コロナウイルス感染症拡大への対応が政治問題化した。
₁月に国立第 ₁中央病院付属の出産施設で感染した産婦を母子共に隔離先に移送
する際，気温がマイナス20度を下回るなかで寝間着とスリッパ姿で屋外を移動さ
せたことが発覚した。これに対してウランバートル市民が抗議と責任者の解任を
求めるデモを挙行し，ソドバータル副首相・国家非常事態委員長とムンフサイハ
ン保健相が辞任に追い込まれた。これに対し，フレルスフ首相はバトトルガ大統
領がデモを支援，政治問題化していると主張して辞任を表明し，国会が承認した
ことで，フレルスフ内閣の総辞職が決まった。ただし，バトトルガ大統領はデモ
との関係を否定したほか，フレルスフ首相の辞職が大統領選挙への立候補を狙っ
たものとの見方も流れた。

オヨーン＝エルデネ新政権誕生，新型コロナウイルス対策に取り組む
　フレルスフ首相辞任の翌日となる ₁月22日，人民党執行部は全会一致でオヨー
ン＝エルデネ内閣官房長官の新首相候補推薦を決定した。これに対し人民党内反
フレルスフ派の目立った動きはなく，27日には国会本会議が首相任命案を承認し，
29日には前政権からの再起用 ₈人を含む新内閣が成立した。
　オヨーン＝エルデネ内閣が最初の課題として掲げたのが，新型コロナウイルス
感染症対策，とりわけワクチン接種であった。すでに前政権が各国との間でワク
チン供給に関する折衝を進めていたこともあり， ₂月22日にはモンゴル初となる
アストラゼネカ製ワクチンがインドから到着し，翌日には国内での接種が開始さ
れた。同じ日には中国シノファーム製ワクチン，ロシア製スプートニク Vワク
チンの受け入れ，さらに ₃月にはファイザー製ワクチンの受け入れがそれぞれ始
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まった。特にファイザー製ワクチンのうち ₉割程度となる235万回分は，日本政
府が国連児童基金（UNICEF）を通じて提供したものであった。これらによってモ
ンゴルでは他国に先がけてワクチン接種が進み， ₄月には ₂回目接種， ₈月には
₃回目接種も始まった。
　しかし，感染の拡大は必ずしも抑えられなかった。むしろ，感染者数は ₃月末
から ₄月にかけて上昇し，ウランバートルでは ₄回目のロックダウンが行われた。
さらに感染者数は大統領選挙期間をはさんだ ₅月後半から ₆月前半にかけて増加
した。それが収まった後も， ₈月から再上昇し， ₉月初めに ₁日の感染者数が過
去最多を記録した。この背景には， ₄回目のロックダウン終了後に政府が以後の
封鎖的な措置を否定したため，強力な防止措置が取れなかったこと，ワクチン接
種が政府の計画ほど進展していないことなどが考えられる。2021年末時点で ₁日
の感染者数は100～200人程度になっているが，オミクロン株の流入による感染再
拡大が懸念される。

人民党と人民革命党による再統合と大統領選挙に向けた動き
　2021年の国内政治で最大の焦点となったのが大統領選挙であった。今回の選挙
は2019年の憲法改正によって，大統領の任期がそれまでの ₄年 ₂期から ₆年 ₁期
のみに改められてから初となる。大統領選挙に立候補者を擁立可能なのは国会に
議席を有する政党であり，2021年初時点では与党人民党と，野党民主党，人民革
命党，労働国民党の ₄党に資格があった。
　このうち，人民党は ₅月に開かれた幹部会でフレルスフ前首相を全会一致で候
補に指名した。 ₁月に発生した抗議運動と，それに伴う首相辞任が，当時噂され
たとおりに大統領選挙の立候補という形をもたらした。
　さらに同月には人民革命党との間で，10年半ぶりの再統合も成功させた。人民
党と人民革命党は，ともに社会主義時代の独裁政党であった人民革命党の流れを
汲み，2010年に人民党への党名改称をめぐって分裂し，エンフバヤル元大統領ら
が旧党名を掲げて独立した経緯があった（『アジア動向年報2011』参照）。しかし，
人民革命党の支持者のなかに再統合を求める声が以前からあった。その両党がこ
の時期に再統合に至った背景としては，人民革命党が大統領選挙で立候補者擁立
を見送る一方，10月に予定されている国会補欠選挙で，人民党がエンフバヤル人
民革命党党首の子息バトショガルを立候補させる政治的取引の存在が噂された。
ただし，人民革命党所属のガンバータル国会議員は人民党への合流を不服として
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離党し，民主党国会議員団に合流した。
　残る民主党，労働国民党のうち，労働国民党は ₅月に候補者指名選挙を行い，
事業家のエンフバト元国会議員の擁立が決定した。一方，民主党の候補者決定は
紛糾した。民主党出身で現職のバトトルガ大統領は就任が憲法改正前だったため，
再選不可の規定が適用されるかが議論となった。憲法裁判所は ₄月16日に現行の
大統領選挙法について，現職および元大統領の大統領選挙立候補禁止を明記して
いないために違憲との判断を下した。国会は違憲判断を承認し大統領職未経験者
のみを立候補可能とする条項を追加した同法の改正案を可決，これによりバトト
ルガ大統領の立候補は不可能となった。バトトルガ大統領は判断に承服せず，国
会決定と改正案双方に対して拒否権を発動，さらに同月21日には人民党の解散を
命ずる大統領令を発した。しかし，拒否権はどちらも人民党の反対によって覆っ
た。また大統領令はそもそも法的根拠に乏しく，何の影響もなかった。
　さらに，バトトルガ大統領に代わる候補擁立には前年来の党内対立が影響した。
民主党では党首の地位を主張するエルデネ前国会議員の一派と，2020年総選挙の
敗北によるエルデネの辞任を受けて党首代行に就任したと主張するトワーン国会
議員の一派とが衝突していた（『アジア動向年報2021』参照）。 ₃月には双方が党
首選挙を別々に実施し，対立する ₂つの党本部が併存することとなった。両派は
大統領候補指名でも分裂した。エルデネ派がエルデネ前国会議員の立候補を決定
すると，トワーン派がアルタンホヤグ元首相を擁立し，それぞれが立候補を届け
出た。全国の選挙管理組織である選挙中央委員会は ₅月 ₅日にエルデネの立候補
のみを受理したが，これに反対する同党国会議員団が抗議のハンストに訴えるな
ど，エルデネへの一致した支持を期待できる状況ではなかった。

大統領選挙フレルスフ候補大勝，国会補選も人民党が制する
　大統領選挙は人民党フレルスフ前首相，民主党エルデネ前国会議員，労働国民
党エンフバト元国会議員の間で争われた。 ₆月 ₉日には初回投票が行われ，即日
開票の結果フレルスフ前首相が地方と首都双方で他の候補を圧倒し，投票総数の
₃分の ₂を上回る得票で圧勝を決めた。次点はエンフバトで主に首都で票を集め
た。対照的にエルデネは得票率が ₆％に止まり，モンゴルでは有効とされる白票
の5.9％とほぼ同等という惨敗を喫した。ただ，この結果を受けてもエルデネ派
の幹部らは責任を問われず，民主党内の対立収拾の動きも具体化しなかった。
　2021年には大統領選挙に加えて，第18選挙区（東部ヘンティー県），第28選挙区
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（首都ソンギノハイルハン地区の一部）各 ₁議席について，国会補欠選挙も行われ
た。これはフレルスフ大統領とスミヤバザル首都知事がそれぞれのポストに就任
し，国会議員辞職に伴うものであった。 ₉月 ₂日に国会補選立候補者が決定し，
主要政党のうち人民党は第16選挙区でヘンティー県知事のイデルバト，第28選挙
区ではエンフバヤル元大統領の子息バトショガルを擁立した。民主党はまたも対
立する両派がそれぞれ候補者を届け出たが，今回もエルデネ派の届け出が受理さ
れ，第16選挙区ではガラムガイバータル元国会議員団長，第28選挙区ではバト＝
ウール元首都知事の立候補が決まった。労働国民党は第28選挙区でナイダラー元
党首を擁立したが，第18選挙区では候補を出さなかった。
　補欠選挙の投票は10月10日に行われ，第18選挙区ではイデルバトが有効票の ₇
割以上を獲得，第28選挙区ではバトショガルが過半数を上回る票を得た。逆に民
主党は両選挙区とも得票率が ₂割を下回る惨敗を喫し，バト＝ウールの得票はナ
イダラーにも及ばなかった。ただし有権者の関心は低く，一部の投票地点では投
票率が過半数を下回った。このため未投票者を対象とする追加投票が行われたも
のの投票は少なく，両選挙区とも最終的な投票率が50％未満で選挙結果が確定す
るという，モンゴルでは異例の事態となった。

2021年 ６ 月25日，バトトルガ前大統領から印璽を受け取るフレルスフ大統領（右）
（写真：AFP＝時事）
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　2020年の総選挙に続き，人民党と民主党の明暗が分かれた要因としては，上述
した人民党の勢力拡大，民主党の内紛に加えて，世代交代の成否が挙げられる。
人民党では2018年のフレルスフ首相不信任案をめぐる対立の結果，旧来の政治家
の多くが第一線を去っていた。また，同年に就任したオヨーン＝エルデネ首相と
国会補選で当選したイデルバトは40代前半，バトショガルは30代半ばと，モンゴ
ルにおいても若手の部類に入る。反面，民主党の各候補は民主化運動以来の政治
家であり，選挙戦での訴えも当時と同様に一党支配への警戒を全面に出すなど，
古色蒼然とした感は否めなかった。
　人民党は補選後の12月に党大会を開催し，オヨーン＝エルデネ首相が党首に正
式に就任して体制を固めた。一方の民主党では11月にトワーン派が特別党大会で
ツォグトゲレル国会議員を党首に選出するとともに，最高裁に対して新党首の登
録を申請した。これに対し，エルデネ派も全国集会を開催してトルガトを党首に
選出し，最高裁に対し登録を申請した。しかし，最高裁はトワーン派による申請
を却下した一方，エルデネ派の申請については，審議過程でエルデネが申請書類
を取り下げていたことを後日発表した。取り下げの理由としては，トルガトが党
首登録問題で最高裁の決定を受け入れる姿勢を示しており，これが彼を通じて党
内の影響力を維持したいエルデネの意向に反していたことが考えられる。エルデ
ネは最高裁による却下決定を盾に，自らの党首の地位を再度主張するようになっ
た一方，トルガトらは自らに説明なく申請を取り下げたとしてエルデネを批判し
た。民主党の内部対立はこのように複雑化しており，解決の兆しはみえない。

経 済

コロナ禍からの立ち直り
　2020年に新型コロナウイルス感染症のあおりを受けたモンゴル経済は，2021年
の実質国内総生産（GDP）が対前年同期比で1.4％増と， ₂年ぶりにプラス成長に
転じた（Mongolian Statistical Information Database．以下，2021年の統計数値はす
べて予測値）。最大の生産部門であった農牧業の成長率が－5.5％と落ち込んだも
のの，2020年を通じて縮小を続けた部門のうち，鉱業・砕石が1.7％と持ち直し，
卸売・小売・車両修繕業が9.3％と回復したことで，経済成長を支えた。
　2020年に落ち込んだ貿易について，2021年12月までの輸出入月次統計をみると，
輸出は ₆月， ₇月，12月，輸入は同 ₁月， ₄月を除き，いずれも前年同月を上
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回っている（図 ₁）。この結果，2021年通年では輸出が対前年同期比17.9％，輸入
が同23.9％の増加となり，輸出は新型コロナウイルス感染症発生前の2019年の同
期を上回った。国家統計庁によれば，2021年には銅精鉱の輸出額が前年比63.1％，
石炭の輸出額が同30.7％増加しており，主要な鉱物資源の輸出再拡大が輸出全体
の回復をもたらしたことが見て取れる。他方，10月には中国内モンゴル自治区エ
レーン市で新型コロナウイルス感染症が発生し，中国との国境地点が一時閉鎖さ
れた。のちに閉鎖は段階的に緩和されたが，これにより12月の石炭輸出が激減し
たほか，輸入貨物を積んだコンテナが大量に国境地点で足止めされており，今後
の影響が懸念される。

経済再生を目指した大規模プロジェクトの開始
　2021年にはオヨーン＝エルデネ政権が大規模な経済プロジェクトを相次いで打
ち出した。まず，首相就任直後となる ₂月10日には「健康保護・経済再生10兆
トゥグルグ包括計画」が発表された。これは各世帯へのウイルス検査実施ととも
に，2023年までの間に経済・雇用対策を行う計画であり，中小企業への低利融資，
若者への有償の職業訓練，ウランバートル市内での住宅建設・供給，戦略的大規
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図 1　輸出入月次統計
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模プロジェクト・プログラムへの金融支援，農牧業生産および牧民の収入・生活
支援，鉱業以外の輸出生産者への金融支援などが盛り込まれた。続く ₃月には，
個人・企業の事業支援および雇用支援を目的とする総額 ₂兆トゥグルグの低利融
資プログラムが発表された。融資提供は ₉月30日に締め切られ，ジャブフラン蔵
相は融資によって12万5000件の雇用が維持されたと成果を強調した。
　また，2021年にはウランバートル一極集中を是正すべく， ₇月に開港した新チ
ンギス・ハーン国際空港の周辺に人口15万人規模の新都市の建設計画も進められ
た。 ₈月には都市建設総合計画が発表されるとともに，開発計画の図面と模型が
公開された。また，同地に経済自由地帯を設置する計画も決定し， ₉月には同地
帯設置に向けた作業部会が設置された。加えて， ₈月にはロシア＝モンゴル＝中
国を結ぶ鉄道のウランバートル迂回路線であるボグドハン鉄道の建設が始まって
おり，新都市・新空港はそのルートに位置している。
　さらに，オヨーン＝エルデネ首相は12月の人民党大会での党首就任演説で「新
再生政策」を発表した。これは国境地点，エネルギー，工業，都市・地方，グ
リーン開発，国家生産性の ₆つの分野の再生を掲げるものであり，それらの実現
のために，国境地点の輸送インフラ整備，発電所建設，鉱物資源加工工場の建設
と稼働開始，新都市建設と地方での農牧業支援による食糧の自給化と輸出拡大，
植樹推進による砂漠化防止，行政のデジタル化と規制緩和などに取り組むことが
示された。新再生政策については同月中の閣議で関連法案が策定され，30日の国
会本会議で可決された。
　これらの政策は，新型コロナウイルス感染症による経済への影響からの脱却に
加え，ウランバートル一極集中，鉱物資源依存といった積年の課題の解決をも目
標とするものである。ただし，10兆トゥグルグ包括計画を除く政策は着手された
ばかりであり，まだ実施段階にない。これらの政策の成果は，経済再生に加えて
政権の安定にも影響を及ぼすものであり注視しておく必要がある。

オヨー・トルゴイ銅鉱問題で投資企業からの大幅譲歩引き出す
　経済面でのもうひとつの進展が，モンゴル二大鉱山のひとつであるオヨー・ト
ルゴイ銅鉱の開発に関して，投資企業側にモンゴル側の要望の多くを認めさせた
ことである。銅鉱への出資者であるターコイズ・ヒル社と親会社のリオ・ティン
ト社は，12月にモンゴル政府に書簡を送付し，モンゴル側の債務23億ドルの免除
を提案した。加えて，将来発生が予想されていた債務についても負担の義務がな
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いこと，さらに出資分の配当受取時期の繰り上げを認めた。モンゴル政府はこの
提案を受け入れ，国会も12月30日に承認の決議を行った。
　オヨー・トルゴイ銅鉱の開発は2011年に締結された投資契約に基づいて行われ
ることとなっていた。この契約ではモンゴル側が34％，開発側のアイヴァン
ホー・マインズ社（現ターコイズ・ヒル社）が66％の出資を行い，比率に応じた権
益と負担が割り当てられるとされていた。ただし，モンゴル側の出資については
アイヴァンホー・マインズ社が貸し付け，モンゴル側が配当による収入で返済す
ることとなった。2015年には坑内掘り鉱山の開発に関する建設・財務計画につい
て合意が締結されたが，鉱山開発は遅れ，費用も増大していった。これを受けて
行われたフィージビリティ・スタディでは，今後モンゴル側の債務が220億ドル
に膨張し，債務返済後の配当の受け取り開始時期も2051年になるとされた。
　この結果にモンゴル国内の反発が高まるなかで，外資に対する強硬さで知られ
たオヨーン＝エルデネ首相による政権が成立し，モンゴル側の条件見直しを求め
る姿勢が強まった。他方，鉱山開発を担うオヨー・トルゴイ社は専門家らによる
独立委員会を立ち上げ，開発遅延の原因の調査を依頼した。調査結果はリオ・
ティント社のプロジェクト管理不行き届きが原因と結論づけており，地質工学的
な問題を理由としてきたリオ・ティント社の説明を覆すものであった。これによ
りモンゴル側は態度を硬化させ，リオ・ティント社による配当支払い前倒しや債
務一部免除の提案も受け付けなかった。その結果，開発継続を望んだリオ・ティ
ント社およびターコイズ・ヒル社が，大幅に譲歩することとなった。
　ただし，両社の書簡は投資計画や建設・財務計画の具体的な条項に触れてはお
らず，これらの見直しが不要になったわけではない。何より，坑内掘り鉱山が稼
働しなければ，モンゴル側が期待する利益は得られない。書簡では稼働開始につ
いて2023年上半期としているが，独立委員会の結論をみるかぎり，実現には管理
体制の再構築などが課題となろう。

再燃したインフレ，背景には貿易の不安定
　2021年のモンゴル経済を特徴づけるもうひとつの動きが，2010年代半ば以来の
インフレの再燃である。毎月の消費者物価指数の対前年同期比上昇率は2021年に
入って徐々に拡大し，11月には2014年12月以来となる ₂桁の上昇を記録した。
2020年 ₁ 月を基準とした場合，消費者物価指数は14.9％上昇した計算となる（図
₂）。特に，同じ時期の食料品の価格上昇率は27.3％となった。



85

2021年のモンゴル

　物価が上昇した背景としては，輸入の不安定による供給不足が考えられる。 ₉
月にはロシアからの燃料輸入が一時停止したために，ウランバートル市内で石油
の供給が不安定化し，ハイオクガソリンが販売できなくなるなどの影響がでた。
さらに，先述のとおり10月の中国国境地点の一時閉鎖や再開の遅れもあり，2021
年末から2022年にかけてモノ不足が続くことが懸念される。

対 外 関 係

100周年を迎えた対ロシア関係の進展
　2021年はモンゴルと旧ソビエト連邦を含むロシアとの国交樹立100周年に当た
り，さまざまな記念行事に加え，両国間の要人の往来や会合が数多く行われた。
　まず， ₃月には延期になっていたモンゴル・ロシア通商・経済・科学・技術協
力政府間委員会代表会合がオンラインで開催され，アマルサイハン副首相とアブ
ラムチェンコ・ロシア副首相らの間で二国間の通商・経済から環境・人道におよ

（出所）　Mongolian Statistical Information Service（http://www.1212.mn/）.

図 2　消費者物価指数月次統計（2020年 1 月＝100）
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ぶ広範な分野についての協議が行われた。 ₅月末から ₆月初頭にかけてはバト
ツェツェグ外相がロシアを訪問し，ラブロフ外相，アブラムチェンコ副首相と会
談を行ったほか，第24回サンクトペテルブルク経済フォーラムに出席した。 ₆月
にはサイハンバヤル国防相が第 ₉回モスクワ安全保障会議に出席し，会期中の
ショイグ・ロシア国防相との会談で国防部門での協力について意見交換を行った。
また，10月にはオヴェルチュク・ロシア副首相らが来訪した際，モンゴルとユー
ラシア経済共同体との自由貿易協定締結に向けた調査の推進で一致した。翌11月
に来訪したアブラムチェンコ副首相は，アマルサイハン副首相らとモンゴル・ロ
シア政府間委員会会合を行い，モンゴルからの農牧業生産物輸出拡大，ロシア＝
モンゴル＝中国間鉄道の輸送量増加等について協議した。同月にはゲラシモフ・
ロシア連邦軍参謀総長も来訪し，フレルスフ大統領との間で軍事機材面での関
係・協力拡大について意見を交換した。
　そして12月にはフレルスフ大統領がロシアを訪問し，プーチン大統領と首脳会
談を行った。会談後に両首脳は「モンゴル・ロシア外交樹立100周年記念宣言」
を発表し，国防・安全保障部門での協力深化，通商・経済・投資・人道・環境保
護部門における二国間および多国間での協力拡大などの方針を示した。これらの
機会を通じて，モンゴルは軍事面における伝統的協力関係の強化とともに，モン
ゴルからの輸出拡大を中心とする経済・通商面での関係拡大を目指している。
　さらに経済面では，ロシア＝モンゴル＝中国天然ガスパイプライン建設を中心
とする協力も発展した。2021年にはロシア・ガスプロム社がパイプライン建設事
業を担う子会社をモンゴルに設立し， ₃月にはアマルサイハン副首相とガスプロ
ム社がフィージビリティ・スタディの推進で合意した。パイプライン建設につい
ては，上述の会談やモンゴル・ロシア間政府委員会，さらには中国を加えた ₃カ
国での協議といった場において，重要性や推進の姿勢が繰り返し強調されている。
なお，フィージビリティ・スタディは結果の確定が当初予定の2021年第 ₃四半期
から遅れているものの継続しており，2024年には着工の見込みとなっている。こ
のほか，12月に行われたオヨーン＝エルデネ首相とミシュスチン・ロシア首相と
の電話会談では，ウランバートル新空港での燃料供給を行う企業をロスネフチ社
と共同で設立することで合意した。
　もっとも，対ロシア関係にも懸念材料がある。モンゴルは北部フブスグル湖か
らバイカル湖に流れるエグ川に水力発電所の建設を計画している。電力の一部を
ロシアから輸入するモンゴルにとって，ロシア依存からの脱却と電力自給化は長
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年の希望であるが，ロシアはバイカル湖の生態系への悪影響を理由に，建設に対
して難色を示している。また，ロシアはウランバートルの中心であるスフバータ
ル広場に隣接する土地の利用権を保有しており，これがモンゴルの独立と安全保
障を阻害するとの批判がある。2021年にはこの面積の拡大や利用期限の大幅延長
をロシアが狙っているとの報道がたびたびなされ，フレルスフ大統領やバトツェ
ツェグ外相のロシア要人との会談で，ロシア側に有利な合意がなされるのではな
いかとの懸念もメディアによって相次いで示された。これらの問題の展開次第で
は，モンゴル国内のロシアに対する感情が悪化する可能性もある。

要人往来とオンライン外交の展開
　2021年も新型コロナウイルス感染症による制約が続いたものの，直接の要人往
来は相次いで行われた。 ₇月にはオヨーン＝エルデネ首相が日本を訪問し，菅首
相との間でモンゴル国内の高速道路や鉄道建設などでの協力について意見交換を
行った。オヨーン＝エルデネ首相は日本からの帰路に韓国に立ち寄り，金富謙韓
国国務総理との間で両国関係の戦略的パートナーシップへの引き上げについて会
談した。同月にはバトツェツェグ外相が訪中して王毅外交部長と会談を行い，両
国間の通商規模を100億ドルに拡大することで合意した。 ₉月にはフレルスフ大
統領が就任後初の外遊として訪米し国連総会に出席するとともに，ドゥダ・ポー
ランド大統領，フック・ベトナム首相らと会談した。10月にはバトツェツェグ外
相がカザフスタン・ヌル＝スルタンで行われた第 ₆回アジア信頼醸成措置会議外
相会合に出席した際，トカエフ大統領らと会談した。翌11月にはフレルスフ大統
領がグラスゴーでの国連気候変動枠組条約第26回締約国会議（COP26）に出席する
ため訪英し，モンゴル全国での植樹計画をはじめとする温暖化・砂漠化対策をア
ピールした。
　一方で，2021年に注目されるのが，オンラインでの政府間協議の開催や国際会
合出席である。先述のロシアをはじめ，イタリア，アゼルバイジャンとの政府間
協議，中国との戦略的対話等がオンラインで行われた。また， ₉月にはウラジオ
ストクで行われた東方経済フォーラムにフレルスフ大統領がオンラインで出席し，
演説でモンゴルのワクチン調達への協力に謝意を示すとともに，「トランジッ
ト・モンゴル」をキャッチフレーズに，モンゴルがアジアとヨーロッパの結節点
を目指すことを掲げた。大統領は同月にタジキスタン首都ドゥシャンベで開催さ
れた上海協力機構（SCO）首脳会議もオンラインで出席し，ここでも演説で「トラ
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ンジット・モンゴル」を掲げ，砂漠化対策での協力参加の意向を示した。加えて，
大統領は文韓国大統領ともオンライン会談を行い，両国関係の戦略的パートナー
シップへの引き上げが合意された。
　新再生政策などの大型経済対策や大規模プロジェクトにより政府支出は増大し
ており，財源確保が課題となっている。反面，各国との経済関係拡大，「トラン
ジット・モンゴル」などのアピールのためにも，外交の機会を縮小することは得
策ではない。これらを考慮すると，今後の新型コロナウイルス感染症の動向にか
かわらず，オンライン外交が継続することが予想される。

2022年の課題
　2022年は国会任期の中間の年であり，国政選挙の予定はない。しかし，過去に
はこのような中間の年に，与党内対立が政権を揺るがす事態が相次いだ。2018年
には人民党内の対立からフレルスフ首相が不信任の危機に直面し，2014年にはア
ルタンホヤグ首相が与党内からの造反で解任された。党内対立を続ける民主党を
はじめ，野党側で人民党に対抗し得る勢力が見当たらないだけに，国内政治では
人民党内の団結が維持されるかどうかが焦点となろう。特に，旧人民革命党から
の合流組と従前からの党員の融和がどこまで図れるかが鍵である。
　経済面ではインフレ抑制が喫緊の課題となる。2022年 ₁ 月に入って中国エレー
ン国境地点が再開され，滞留していた貨物の受け入れが進んだことで，モンゴル
が輸入に頼る生活必需品や建築資材の供給が改善することが期待される。ただ，
石油価格の高騰が依然続いている点は懸念材料である。これに加えて，2022年に
はオヨーン＝エルデネ政権による経済政策の成否も問われることとなろう。
　対外関係ではフレルスフ大統領が就任 ₂年目を迎え，どのような外交路線を示
すかが注目される。特に外交樹立50周年を迎える日本との間では祝賀・記念行事
等が多く行われることが予想されるが，問題は経済連携協定（EPA）締結後も伸び
悩むモンゴルの対日輸出の拡大など，具体的な進展があるかどうかである。
　現時点でオヨーン＝エルデネ首相をはじめとする人民党の体制は盤石といえる。
しかし，新型コロナウイルス感染症対策，あるいは経済政策での失敗が露わに
なった場合はこの限りではなく，党内の不安定化や世論の反発が起こる事態も想
定できる。2022年は政権および与党にとって，具体的な成果が求められる年とな
る。

（高知大学地域協働学部教授）
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1 月 1 日 ▼ アジア・太平洋貿易協定（APTA）
発効。
5 日 ▼在韓モンゴル国民，モンゴル大使館

前で帰国を求めるデモ挙行。
11日 ▼ ウランバートルのロックダウン解
除。
12日 ▼フブスグル県ハンフ郡で連続地震発
生，マグニチュード最大6.5。
14日 ▼労働国民党大会オンライン開催，新
党首にドルジハンド国会議員を選出。
15日 ▼最高裁判所，エルデネバト前首相へ
の有罪判決破棄。首都検察局に再捜査命令。
18日 ▼ EU，モンゴルをマネー・ローンダ
リングおよびテロ資金供与対策が不十分な国
のリストから削除。
19日 ▼国立第 ₁中央病院ウルグー出産施設
で新型コロナウイルスに感染した産後間もな
い母子を薄着のまま屋外を移動させ，搬送車
に乗せ強制隔離。
20日 ▼前日の新型コロナウイルス感染者へ
の対応を受け，スフバータル広場で国家非常
事態委員会辞任要求デモ発生。
21日 ▼フレルスフ内閣総辞職。
27日 ▼国会本会議，オヨーン＝エルデネ内
閣官房長官の首相任命案承認。
28日 ▼バトトルガ大統領，フォン・デア・
ライエン欧州委員会委員長とオンライン会談。
29日 ▼オヨーン＝エルデネ内閣成立。秋期
国会閉会。
2 月 4 日 ▼バトツェツェグ外相，ラブロフ・
ロシア外相，チャブシュオール・トルコ外相
と電話会談。
8 日 ▼スフバータル広場で男性が新型コロ

ナウイルス感染症防止規制に抗議の焼身自殺。
10日 ▼ オヨーン＝エルデネ首相，「健康保
護・経済再生10兆トゥグルグ包括計画」発表。

11日 ▼ウランバートルでロックダウン実施
（～23日）。
22日 ▼新型コロナウイルスワクチン，航空

便でウランバートルに初めて到着。
23日 ▼新型コロナウイルスワクチン接種開

始。
24日 ▼バトツェツェグ外相，王中国外交部

長と電話会談。

▼第 ₅ 回モンゴル・アゼルバイジャン政府
間協議，第 ₁回モンゴル・アゼルバイジャン
外務省間協議，オンライン開催。

▼トリニダード・トバゴと国交樹立。
3 月 1 日 ▼ウランバートルと地方との道路封
鎖解除。

▼人民党創設100周年記念式典，人民党・
人民革命党共催。

▼第 ₁ 回モンゴル・アメリカ航空技術合同
作業部会会合開催。
3 日 ▼エルデネバト国会議員の勾留解除。

議員活動可能に。
8 日 ▼バトツェツェグ外相，国連アジア太

平洋経済社会委員会，ジェンダー平等と女性
のエンパワーメントのための国連機関共催ア
ジア・太平洋地域会合に出席。
9 日 ▼個人・企業事業支援・雇用支援融資

発表。
15日 ▼春期国会開会。
17日 ▼ムーディーズ社モンゴル信用格付，

B ₃ ネガティブから B ₃ 安定的に上昇。

▼モンゴル・ロシア通商・経済・科学・技
術協力政府間委員会代表会合，オンライン開
催。
24日 ▼モンゴル銀行金融政策委員会，政策
金利 ₆％に据え置き。
28日 ▼民主党トワーン派，エルデネ派，党
首選挙をそれぞれ実施。

重要日誌 モンゴル　2021年
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4 月 2 日 ▼バトトルガ大統領，プーチン・ロ
シア大統領と電話会談。
3 日 ▼民主党トワーン派，臨時党大会開催。
7 日 ▼オヨーン＝エルデネ首相，李中国首

相と電話会談。
10日 ▼ウランバートルでロックダウン実施

（～ ₅月 ₈日）。
12日 ▼モンゴル政府とリオ・ティント社，
オヨー・トルゴイ銅鉱投資条件交渉開始。
1６日 ▼憲法裁判所，大統領選挙法に対し違
憲判断。
20日 ▼オヨーン＝エルデネ首相，ボアオ・
アジア・フォーラムにオンライン出席。

▼バトツェツェグ外相，ブリンケン米国務
長官と電話会談。
29日 ▼人民党，人民革命党，両党統合を定
めた協力協定締結。

▼ルンデージャンツァン国会議長上級顧問，
旭日大綬章受章。

▼ガンバータル国会議員，人民革命党離党。
5 月 3 日 ▼フブスグル県ハンフ郡で連続地震
発生，マグニチュード最大6.3。
14日 ▼最高裁，民主化運動指導者ゾリグ氏
殺害事件でチムゲー受刑者，ソドノムダル
ジャー受刑者の有罪判決破棄。
1６日 ▼人民革命党，党大集会開催。
20日 ▼「Invest in Mongolia－東京2021フォー

ラム」オンライン開催。
28日 ▼最高裁，人民革命党の政党登録削除。
29日 ▼ 国会，COVID-19パンデミック防止，
対策，社会・経済影響緩和法改正案可決。同
法適用期限を12月31日まで延長。
30日 ▼ バトツェツェグ外相，ロシア訪問

（～ ₆月 ₃日）。ラブロフ外相らと会談，第24
回サンクトペテルブルク経済フォーラム出席。

▼バトトルガ大統領，ソウルでの「グリー
ン成長とグローバルゴールズ2030のための

パートナーシップサミット」出席。
６ 月 1 日 ▼国境封鎖措置一部解除。
9 日 ▼大統領選挙実施。
21日 ▼フィッチ・レーティングス，モンゴ
ルのドル建て長期国債格付け（B安定的）を維
持。
22日 ▼サイハンバヤル国防相，第 ₉回モス
クワ安全保障会議出席（～23日）。会期中に
ショイグ・ロシア国防相と会談。
23日 ▼モンゴル銀行金融政策委員会，政策
金利 ₆％に据え置き。

▼バトツェツェグ外相，「一帯一路」アジ
ア太平洋地域国際協力ハイレベル会議（オン
ライン）に出席。

▼第 ₃ 回モンゴル・イタリア政府間合同委
員会，オンライン開催。
25日 ▼フレルスフ大統領就任。

▼ EPA締結 ₅周年記念モンゴル・日本オ
ンラインフォーラム・展示会開催（～ ₇月 ₅
日）。
7 月 2 日 ▼臨時閣議，全国ナーダム中止決定。
4 日 ▼新チンギス・ハーン国際空港開港。
5 日 ▼モンゴル初の高速道路となるチンギ

ス・ハーン国際空港連絡道路供用開始。
６ 日 ▼ザミーン＝ウード国境地点ゾリゴー

税関長ら幹部更迭。
7 日 ▼国会本会議，2021年予算法改正案お

よび補正予算案可決。
8 日 ▼春期国会閉会。
9 日 ▼フレルスフ大統領，プーチン・ロシ

ア大統領と電話会談。
15日 ▼ウランバートル＝ダルハン間道路一
部供用開始。
1６日 ▼フレルスフ大統領，習中国主席と電
話会談。
19日 ▼最高裁，バヤルツォグト元蔵相の実
刑判決破棄。検察に再捜査命令。
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21日 ▼ オヨーン＝エルデネ首相，訪日（～
25日）。菅首相らと会談。
23日 ▼ シャーマン米国務副長官来訪（～25
日）。ザンダンシャタル国会議長らと会談。
2６日 ▼魏中国国防部長来訪。ザンダンシャ
タル国会議長らと会談。
27日 ▼オヨーン＝エルデネ首相，訪韓。金
首相らと会談。

▼バトツェツェグ外相，訪中。王外交部長
らと会談。
29日 ▼シーヤールト・ハンガリー外相来訪。
バトツェツェグ外相らと会談。
8 月 2 日 ▼ S&P，モンゴルの債務格付け B，
評価「安定的」を維持。

▼モンゴル・韓国航空協議，インチョンで
開催（～ ₃日）。
3 日 ▼ バトツェツェグ外相，ハーヴィス

ト・フィンランド外相とオンライン会談。
5 日 ▼フレルスフ大統領，エンフサイハン

元首相恩赦。
13日 ▼アフガニスタン駐留モンゴル国連平
和維持軍（PKF）部隊撤収完了。
14日 ▼ドルノゴビ県ザミーン＝ウード郡に
経済自由地帯開設。
23日 ▼ボグドハン鉄道着工。
9 月 2 日 ▼フレルスフ大統領，ウラジオスト
クでの東方経済フォーラムにオンライン出席
（～ ₄日）。

▼バトツェツェグ外相，第15回国連貿易開
発会議（UNCTAD）総会での内陸低開発国閣
僚級会合にオンライン出席。
６ 日 ▼ザンダンシャタル国会議長，オース

トリア訪問。ウィーンでの第 ₅回世界議会議
長会議出席。会期中に欧州安全保障協力機構
シュミット事務局長らと会談。
7 日 ▼新型コロナウイルスの ₁日の感染者

数が最多を記録（3963人）。

▼モンゴル・中国通商・経済・科学・技術
協力政府間委員会代表会合，オンライン開催。
10日 ▼フレルスフ大統領，文韓国大統領と

オンライン会談。
14日 ▼「ハンガイ－21」国際災害対策訓練，

アルハンガイ県で実施（～23日）。
1６日 ▼アマルサイハン副首相，タジキスタ

ン・ドゥシャンベでの上海協力機構（SCO）首
脳会議出席（～17日）。会期中に王中国外交部
長らと会談。

▼モンゴル銀行金融政策委員会，政策金利
₆％に据え置き。
17日 ▼ フレルスフ大統領，SCO首脳会議

でオンライン演説。
▼ザンダンシャタル国会議長，訪米（～20

日）。
20日 ▼ガショーンソハイト国境地点でコン

テナターミナル完成，供用開始。

▼フレルスフ大統領，第76回国連総会出席
（～23日）。会期中にグテーレス国連事務総長
らと会談。

▼アマルサイハン副首相，トルコ訪問。
22日 ▼「モンゴリア・マイニング2021」，

ウランバートルで開催（～24日）。

▼モンゴル・ロシア軍事演習「セレンゲ－
2021」実施（～10月 ₅ 日）。
24日 ▼タウィンベフ・エネルギー相，第76

回国連総会ハイレベル・エネルギー対話オン
ライン出席。
10月 1 日 ▼秋期国会開会。

▼ザミーン＝ウード火力発電所稼働開始。

▼バトツェツェグ外相，ラブロフ・ロシア
外相と電話会談。
4 日 ▼ フレルスフ大統領提唱「樹木10億

本」国民運動開始。
10日 ▼国会第18，28選挙区補欠選挙実施。

▼バトツェツェグ外相，カザフスタン・ア
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ルマトイでの第 ₆回アジア信頼醸成措置会議
外相会合出席（～15日）。
1６日 ▼国会第18，28選挙区補欠選挙追加投
票実施。
18日 ▼民主党国会議員団，ガンバト団長の
解任発表。

▼反腐敗庁，エルデネス・モンゴル社ハヤ
ンヒャルワー社長を収賄容疑で逮捕。
19日 ▼中国エレーン国境地点，市内での新
型コロナウイルス感染者判明のため閉鎖。ザ
ミーン＝ウード国境地点との自動車輸送停止。
21日 ▼オヴェルチュク・ロシア副首相来訪

（～22日）。オヨーン＝エルデネ首相らと会談。

▼バトツェツェグ外相，ジャバロフ・アゼ
ルバイジャン経済相とオンライン会談。
22日 ▼国会本会議，核拡散防止条約批准承
認。
2６日 ▼「モンゴル観光フォーラム2021」，
ウランバートルで開催。
29日 ▼バトツェツェグ外相，ラピド・イス
ラエル外相と電話会談。
11月 1 日 ▼フレルスフ大統領，英グラスゴー
での国連気候変動枠組条約第26回締約国会議
（COP26）出席（～ ₂日）。会期中にジョンソン
首相，岸田首相らと会談。
3 日 ▼モンゴル・日本議員連盟バトバヤル

元会長，旭日小綬章受章。
4 日 ▼モンゴル銀行，ハーン銀行大株主の

澤田ホールディングス社株の公開買い付けに
ついて許可を与えた事実なしとの声明文発表。
5 日 ▼民主党トワーン派，特別党大会開催。

▼モンゴル・ロシア両国文化省ら，国交樹
立100周年記念行事共催。
8 日 ▼バトツェツェグ外相，カタール訪問

（～ ₉日）。ハリド首相らと会談。
12日 ▼国会本会議，2022年予算可決。
15日 ▼モンゴル・トルコ政府間協議，アン

カラで開催（～16日）。
2６日 ▼アブラムチェンコ・ロシア副首相来

訪（～27日）。フレルスフ大統領らと会談。
30日 ▼ゲラシモフ・ロシア連邦軍参謀総長

来訪。フレルスフ大統領らと会談。
12月 1 日 ▼ 韓国MBC，在留中のモンゴル人
女子中学生に対する暴力事件報道。
5 日 ▼民主党エルデネ派，第 ₁回全国集会

開催（～ ₆日）。

▼スフバータル地区民事初級裁判所，ツェ
デンバル元首相の粛清被害認定，名誉回復。
６ 日 ▼第30回人民党大会開催（～ ₇日）。

▼第 ₄ 回モンゴル・ユーラシア経済共同体
作業部会会合オンライン開催。
13日 ▼ リオ・ティント社スタウスホルム

CEO，ターコイズ・ヒル社ティボウ社長，オ
ヨーン＝エルデネ首相にモンゴル側の債務免
除等提案の書簡送付。
15日 ▼ フレルスフ大統領，ロシア訪問（～
17日）。プーチン大統領らと会談。
1６日 ▼チンゲルテイ地区刑法初級裁，バト
＝ウール元首都知事に職権濫用により禁錮 ₄
年の判決。

▼モンゴル銀行金融政策委員会，政策金利
₆％据え置き。レポ金利6.5％に引き上げ。
20日 ▼ 最高裁，民主党トワーン派による
ツォグトゲレル党首登録申請を却下。
23日 ▼第 ₆ 回モンゴル・中国戦略的対話，
オンライン開催。

▼バトツェツェグ外相，林外相とオンライ
ン会談。
25日 ▼首都政庁，ヤールマグ新庁舎への移
転開始。
30日 ▼ 国会，COVID-19パンデミック防止，
対策，社会・経済影響緩和法改正案可決。同
法適用期限を2022年 ₆ 月30日まで延長。新再
生政策制定法案可決。
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　 1 　国家機構図（2021年12月末現在）

（注）　 ₁）国家元首。政党の推薦を受け国民の直接選挙で選出，任期 ₆年。大統領資格は50歳以上，選
挙前 ₅年以上継続して国内に居住したモンゴル国籍の者。 ₂）国家最高機関。定員76人。任期 ₄年。
議員資格25歳以上。首相以下の閣僚を選出。定例年 ₂回， ₁回75日以上。 ₃）最高裁長官は最高裁の
提案で大統領が任命。検事総長は国家大会議との協議を経て大統領が任命。 ₄）任期 ₄年。 ₅）アイ
マグ（県），首都の知事は地方議会の提案で首相が任命。ソム（郡），地区などの首長は上部アイマグ，
首都知事が任命，任期 ₄年。 ₆）憲法裁判所判事は，大統領と最高裁判所が推薦し，国会が任命。

　 2 　政府・国会要人名簿（2021年12月末現在）

大統領 U. Khürelsukh

　［閣僚］
首相 L. Oyun-Erdene （人民党）
副首相 S. Amarsaikhan （人民党）
環境・観光相 N. Urtnasan （人民党）
対外関係相 B. Battsetseg （官僚）
大蔵相 B. Javkhlan （人民党）
法務・内務相 Kh. Nyambaatar （人民党）
食糧・農牧業・軽工業相
 Z. Mendsaikhan （官僚）
国防相 G. Saikhanbayar （官僚）
建設・都市計画相  B. Mönkhbaatar （人民党）
教育・科学相　　L. Enkh-Amgalan （人民党）

文化相 Ch. Nomin （民間）
道路・運輸開発相 L. Khaltar （民間）
鉱業・重工業相 G. Yondon （国営企業幹部）
労働・社会保障相 A. Ariunzayaa （人民党）
エネルギー相 N. Tavinbekh （人民党）
保健相 S. Enkhbold （民間）
官房長官 　Ts. Nyamdorj （人民党）

　［国家大会議］
議長 G. Zandanshatar （人民党）
副議長 T. Ayuursaikhan （人民党）
副議長 S. Odontuyaa （民主党）
（注） カッコ内は出身組織である。ただしモンゴ
ルでは官・民の間の移動が珍しくないため，こ
こでは直近の所属先を示している。



94

主要統計 モンゴル　2021年

  1 　基礎統計
2017 2018 2019 2020 20211）

人 口（年末，1,000人） 3,177.9 3,238.5 3,296.9 3,357.5 3,409.9
消 費 者 物 価 上 昇 率（％）2） 6.4 8.1 5.2 2.3 13.4
失 業 者 数（年末，1,000人） 25.5 25.0 20.8 18.1 -
為 替 レ ー ト（１ドル＝トゥグルグ）3） 2,427.1 2,643.7 2,734.3 2,849.9 2,849.3
（注）　１）暫定値。　２）各年12月時点の対前年同月比。　３）モンゴル銀行12月31日公表値。
（出所）　Mongolian Statistical Information Service（https://www.1212.mn），Socio-economic Situation of 

Mongolia, 2021年12月号，モンゴル銀行ウェブサイト（https://www.mongolbank.mn/）。

  2 　支出別国内総生産（名目価格）� （単位：100万トゥグルグ）
2017 2018 2019 2020 20211）

民間最終消費支出 15,760,064.6 18,883,391.8 21,667,587.4 22,648,587.6 22,490,440.7
政府最終消費支出 3,901,574.4 4,135,708.2 4,959,952.4 5,921,454.0 6,272,007.9
総 資 本 形 成 7,676,686.6 12,830,364.1 13,467,678.5 8,383,390.5 15,541,570.9
固 定 資 本 6,260,102.4 8,746,945.9 10,588,722.6 8,830,800.0 11,412,296.9
在 庫 増 減 1,416,584.1 4,083,418.2 2,878,955.9 -447,409.6 4,129,274.0

財・サービス輸出 16,573,007.3 18,951,615.2 22,407,342.3 21,595,689.5 25,734,386.1
財・サービス輸入 15,900,622.3 22,218,450.2 24,663,335.2 20,666,079.8 25,947,557.5
国 内 総 生 産（GDP） 28,010,710.6 32,582,629.1 37,839,225.4 37,883,041.7 44,090,848.1
海外からの純受取所得 -3,924,925.6 -3,052,177.1 -4,187,082.9 -3,974,410.1 -6,989,698.3
国 民 総 所 得（GNI） 24,085,785.0 29,530,452.0 33,652,142.5 33,908,631.6 37,101,149.8
（注）　１）暫定値。
（出所）　Mongolian Statistical Information Service（https://www.1212.mn）.

　 3　産業別国内総生産（実質：2015年価格）� （単位：100万トゥグルグ）
2017 2018 2019 2020 20211）

農 林 水 産 業 3,387,566.1 3,608,039.1 3,797,450.0 4,018,677.8 3,797,188.7
鉱 業 ・ 採 石 3,924,661.0 4,134,825.5 4,068,656.6 3,667,045.9 3,729,008.0
製 造 業 1,734,894.4 2,073,929.2 2,153,061.0 2,227,252.9 2,234,487.5
電 気 ・ ガ ス ・ 水 道 581,299.9 622,177.4 661,486.4 673,122.4 736,584.0
建 設 業 902,620.8 918,584.7 1,105,277.9 1,069,967.3 720,521.0
卸売・小売・車両修繕業 2,876,892.5 2,880,993.1 3,195,458.0 2,797,263.7 3,058,627.1
運 輸 ・ 倉 庫 1,292,994.5 1,481,887.7 1,546,746.3 1,264,613.4 1,053,487.6
情 報 ・ 通 信 460,336.7 515,896.1 578,494.0 608,660.8 683,130.1
金 融 1,060,952.3 1,206,660.4 1,275,158.1 1,292,870.1 1,386,541.9
不 動 産 1,824,677.8 1,880,863.9 1,826,249.4 1,797,539.1 1,868,143.1
公 務 ・ 国 防 1,537,176.3 1,561,826.5 1,647,866.1 1,610,275.4 1,663,837.9
そ の 他 サ ー ビ ス 2,400,659.1 2,512,958.6 2,731,810.3 2,595,807.1 2,708,668.4
生産品に課される税 2,385,402.5 2,872,440.4 3,148,070.3 2,852,875.4 3,201,851.4
国 内 総 生 産（GDP） 24,545,640.7 26,446,671.3 27,928,278.4 26,655,376.7 27,034,152.1
G D P 成 長 率（％） 5.6 7.7 5.6 -4.6 1.4
（注）　 ₁）暫定値。
（出所）　表 ₂に同じ。
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  4 　家畜頭数 （単位：1,000頭）
2017 2018 2019 2020 20211）

総 数 66,219.0 66,460.2 70,969.3 67,068.5 67,343.8
馬 3,939.8 3,940.1 4,214.8 4,093.9 4,324.4
牛 4,388.5 4,380.9 4,753.2 4,732.0 5,022.2

ラ ク ダ 434.1 459.7 472.4 472.9 454.0
羊 30,109.9 30,554.8 32,267.3 30,049.4 31,087.0

ヤ ギ 27,346.7 27,124.7 29,261.7 27,720.3 26,456.1
子 家 畜 育 成 数 22,642.0 19,403.3 23,587.0 22,777.8 -
出生に対する育成率（％） 96.2 91.3 94.4 91.9 92.3
（注）　 ₁）暫定値。
（出所）　Mongolian Statistical Information Service（https://www.1212.mn），Socio-economic Situation of 

Mongolia, 2021年12月号。

　 5 　国際収支� （単位：100万ドル）�
2017 2018 2019 2020 20211）

経 常 収 支 -1,155.4 -2,206.8 -2,161.7 -674.6 -1,959.0
貿易・サービス収支 277.6 -1,302.8 -833.6 305.3 -78.2
貿 易 収 支 1,493.7 675.5 1,158.1 1,755.6 1,302.1
輸 出（FOB） 5,834.3 6,556.5 7,182.9 6,990.7 8,247.0
輸 入（FOB） 4,340.6 5,881.0 6,024.7 5,235.1 6,944.9
サ ー ビ ス 収 支 -1,216.1 -1,978.3 -1,991.7 -1,450.2 -1,380.3
貸 方 966.3 1,111.6 1,232.7 654.9 766.3
借 方 2,182.4 3,089.9 3,224.5 2,105.2 2,146.5

第 一 次 所 得 収 支 -1,612.6 -1,227.5 -1,568.8 -1,253.3 -2,209.3
貸 方 76.4 345.6 394.5 341.5 322.5
借 方 1,689.0 1,573.1 1,963.3 1,594.7 2,531.8
第 二 次 所 得 収 支 179.5 323.5 240.7 273.3 328.4
資 本 移 転 等 収 支 77.7 91.9 160.8 102.8 126.6
金 融 収 支 -2,599.3 -2,091.0 -2,677.7 -1,504.2 -1,835.1
直 接 投 資 -1,445.7 -2,136.7 -2,316.4 -1,693.2 -2,026.6
証 券 投 資 -493.1 -60.8 -372.3 563.3 43.8
金 融 派 生 商 品 16.8 -12.8 5.9 -5.7 7.4
そ の 他 投 資 -677.3 119.2 5.1 -368.7 140.2
誤 差 脱 漏 -61.6 -117.8 -223.9 -145.6 -224.3
総 合 収 支 1,459.9 -141.7 452.9 786.9 -221.6
（注）　資本移転等収支と金融収支の符号は（＋）は資本流出，（－）は資本流入を意味する。 ₁）暫定値。
（出所）　モンゴル銀行ウェブサイト（https://www.mongolbank.mn/）。
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　 ６ 　主要国別貿易構成比（2021年）1） （％）

輸
出

中国 スイス シンガ
ポール 韓国 ロシア その他

82.7� 9.4� 2.8� 2.4� 1.2� 1.5� 　　
輸
入

中国 ロシア 日本 韓国 ドイツ アメリカ その他
36.8� 28.6� 6.6� 4.5� 3.3� 3.1� 17.1�

（注）　詳細なデータが未発表のため簡易版。 ₁）暫定値。
（出所）　Socio-economic Situation of Mongolia, 2021年12月号。

　 7 　主要輸出品 （単位：万ドル）
2017 2018 2019 2020 20211）

銅 精 鉱 161,311.7 201,219.4 179,586.8 177,800.2 289,985.7
石 炭 226,764.2 280,251.8 307,881.9 212,660.7 277,945.5

金 59,535.4 14,449.9 41,839.4 178,765.2 100,452.0
鉄 鉱 石 31,335.5 34,218.1 57,657.7 63,969.7 95,220.0
原 油 37,407.1 39,198.8 36,666.6 15,085.3 27,335.3
亜 鉛 精 鉱 18,080.9 19,780.6 18,900.5 16,768.1 17,641.8
（注）　詳細なデータが未発表のため簡易版。 ₁）暫定値。
（出所）　Mongolian Statistical Information Service（http://www.1212.mn）.

　 8 　主要輸入品 （単位：万ドル）
2017 2018 2019 2020 20211）

デ ィ ー ゼ ル 燃 料 42,791.6 57,673.4 66,938.2 43,242.1 59,010.1
ト ラ ッ ク 24,374.8 30,865.6 32,736.8 24,470.4 39,110.1
乗 用 車 19,128.9 28,374.6 42,114.5 26,901.9 38,524.2
ガ ソ リ ン 26,038.3 40,784.6 41,874.0 29,731.6 38,516.2
電 力 13,597.5 14,253.9 14,444.6 14,166.8 16,020.8
包 装 済 医 薬 品 7,705.7 9,599.1 8,511.0 8,989.7 14,627.0
電 信 電 話 機 器 9,454.026 10,807.87 9,484.76 9,395.56 13,416.09
ブルドーザー・地ならし機・ロードローラー 8,729.286 13,318.62 18,615.14 12,593.76 11,802.14
選 別 機・ ミ キ サ ー 4,975.365 6,527.22 6,059.63 5,691.2 9,948.23
デ ー タ プ ロ セ ス 機 器 2,828.0 4,250.6 4,166.3 4,833.1 6,776.4
（注）　 ₁）暫定値。
（出所）　表 ₇に同じ。


